石敢当 

こんとう くわう 

今 東 光 君 は 好学の 美少年、 「文芸 春秋」 二月 号に 桂 

こリ うき ゆうふう ぶっしし ふ 

川 中 良の 桂林 漫録 を 引き、 大いに 古琉球 風物詩 集の 著 

者、 佐 藤 惣之助 君の 無学 を嗤 ふ。 瀟麗 、の 文章 風貌に 

あきた し 

遜らず、 風前の 玉樹も 若かざる もの あり。 唯 疑 ふ、 今 

せきかん たう こん 

君 亦石敢 当の 起源 を 知る や 否や。 今 君 は 桂 川 中 良と 共 

せ いげんし ゆき 

に 姓 源 珠璣の 説 を 信ずる ものな リ。 され ど石敢 当に 関 

する 説 は 姓 源珠璣 に出づ るの みに あらず、 顔師 古が 

きふし うし やう 

急 就 章 (史游 ) の 註に も、 「衛有 石※ 〔# 「石+ 昔」、 186- 

上 鄭有石 癸 斉有石 之 紛如其 後 亦以命 族石敢 当」 と 



ののし き しう しう 

と 罵る、 無情なる も亦甚 しいかな。 君 聴け、 啾 啾赤大 

根の 哭、 文壇の 夜気 を 動かさん とする を。 然れ ども 古 

人 言へ る こと あり。 「英雄 豈 児女の 情な からん や」 と。 

山 客 亦 厳に 江 口 君が 有情の 人た る を 信ぜん と 欲す。 も 

し 有情の 人と 做さん か、 君と 雖も 遂に 赤 大根の み。 

君と 雖も 遂に 赤 大根の み。 

らう やさん かく 

瑯※ 山 客 〔# 「王+ 牙」、 187- 下.？〕 

(大正 十二 年 三月) 
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田 中 純 君 は 「文芸 春秋」 の ゴシップの 卑俗に 陥る を 

論難し、 「古今の 文人、 誰か 陽物の 大小 を 云々 せんや」 

と 言へ り。 我等 も 亦 田 中 君の 義憤に 声援す る を 辞す る 

ものに あらず。 然れ ども 卑俗なる ゴシップ を 喜べ る は 

たにさん ざん せっさい 

古人 も 亦 今人に 劣ら ざり しが 如し。 谷 三 山、 森 田 節 斎 

両家の 筆談 を録 せる 「二 家 筆談」 と 言 ふ 書 ある 由、 (三 

山 は 聾な りし 故な り。) 我等 は 未だ その 書 を 見ね ど、 

いちじ ましゅん じ やう らいさん やう 

巿島春 城 氏の 「随筆 頼 山陽」 に 引ける を 読めば、 古 

人 も 亦 田 中 君の 信ずる 如く 陽物の 大小に 冷淡なら ず。 

むし 

否、 寧ろ 今人よりも 潑淛 たる 興味 を 有した るが 如し。 

ちく どう 

「山陽 しばしば 画師 竹 洞の 大 陽物 をな ぶる。 洞 大、， - 



に 怒り、 自ら 陽物 を 書き、 『山陽 先生、 余の 陽物 を 以て 

大 なりと 為す。 拙者の 陰茎、 僅に 此の 如し』 とかき て 

山陽に 贈る。 画工 小 田 百合 座に 在り。 曰く、 『是は 

縮図で あらう、 原本 必ず 大 なり 焉。』 一座 大笑す。 (是 

より 文人、 竹 洞 を 名 づけて 縮図 先生と 号す。)」 (原文に 

交へ たる 漢文 は 仮名 まじりに 書き改めたり。) 

かひ かぶ まれ 

我等 は 今人 は 買 冠ら ね ど、 古人 を 買 ひ 冠る こと は 稀 

なりと 為さず。 又 同じ 今人に しても、 海の 彼岸に ゐる 

文人 を 買 ひ 冠る こと は 屢 なり。 然れ ども 彼等 も 実際 

きそく 

は 我等と 大差な き 人間なる べし。 或は 我等の 几 側に 侍 

せしめ、 講釈 を 聞かせて やる に 足る もの も 存外 少 から 



ざらん 乎。 と 言へば 大言壮語す るに 似 たれ ど、 兎に角 

彼等 を 冷眼に 見る は 衛生上に も 幾分 か 必要なる ベ し。 

X 

ののし てうおう ほく えんばく ざっき 

今人 を 罵る の 危険なる こと は趙甌 北の 「簷曝 雑記」 

リ たいきょ 

に その 好例 ありと 言 ふべ し。 南昌の 人に 李 太虚と 言 ふ 

もの ぁリ。 明の 崇禎 中に 列&と 為る。 国 変に 死せ ず。 

リ じせい くだ ていてい じょきょ げん 

李自 成に 降り、 清朝 定 鼎の 後、 脱し 帰る。 挙人徐 巨 源 

と 言 ふ もの あり。 嘗之を 非 笑す。 一日 太虚の 病を訪 

まさ た 

ふ。 太虚 自ら 言 ふ、 「病んで 将に 起た ざらん とす」 と。 



巨 源 曰、 「公の 寿 正に 長し。 必ず 死せ じ」 と。 之 を 詰れ 

ば 則ち 曰、 「甲 申 乙 酉に (明の 亡びた る 〔二字 欠〕 の 末 

年な リ。) 死せ ず。 則ち 更に 死期 無し」 と。 太虚 怒る。 

もっと せん 

これ は 怒る の も 尤もな り。 更に 又 巨 源、 一 劇 を 撰す。 

ろうしろ く 

この 劇 は 太虚 及び 龔芝 麓賊に 降リ、 後に 清朝の 兵 入る 

を 聞く や、 急に 逃れて 杭 州に 至り、 追 兵の 至る に 驚い 

がくひ しんく わい こか かく たまたま 

て、 岳 飛 墓前、 鉄 錶の秦 檜 夫人の 跨 下に 匿る、 偶 こ 

の 鉄 像の 月事に 値 ひ、 兵 過ぎて 跨 下 を 這 ひ 出せば、 両 

人の 頭 皆 血に 汚れた る を 描け る ものな り。 太虚 この 劇 

ひそ 

の 流行 を 聞き、 丁度 南昌に 来れる 龔芝 麓と 共に、 密か 

に 歌 伶 を 其の 家に 召し、 夜半 之 を 演ずる を 観る。 演じ 



て 夫人の 跨 下 を出づ るに 至る や、 両人 覚えず 大哭 して 

はら ここ また 

曰、 「名 節 地 を 掃 ふこと 此に 至る。 夫れ 復何を か 言 はん。 

じゅし はづ かし 

然れ ども 孺 子の 為に 辱 めら るる こと 此に 至る。 必ず 

殺して 以て 忿念を 洩らさん」 と。 乃ち 人 をして 才人 

いづこ げきりょ あん 

巨 源 を 何処かの 逆旅に 刺殺せ しめたり と 言 ふ。 按ずる 

に 自殺に 怯なる もの は、 他殺に も 怯な りと 言 ふべ から 

わき ま みだ つ ひ 

ず。 巨 源の この 理を辨 へず、 妄りに 今人 を 罵って 畢 

えんき たいがい 

に 刀下の 怨鬼 となる。 常談も 大概に する ものな リと知 

るべ し。 

(大正 十二 年) 
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